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令和７年6月

　

令
和
七
年
度
旧
ソ
連
並
び
に
モ
ン
ゴ
ル
慰
霊
訪
問

（
墓
参
）
と
訪
問
地
の
埋
葬
地
調
査
を
次
ペ
ー
ジ
要

領
で
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

先
の
大
戦
が
終
結
し
て
、
本
年
八
月
で
八
十
年
が

経
過
し
ま
す
。

　

当
協
会
で
は
平
成
二
年
度
以
降
、
旧
ソ
連
並
び
に

モ
ン
ゴ
ル
各
地
へ
の
慰
霊
訪
問
を
実
施
し
て
参
り

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
影
響
で
令
和

二
年
、
三
年
は
全
て
の
慰
霊
訪
問
を
中
止
致
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
令
和
四
年
以

降
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
鑑
み
、
ロ

シ
ア
へ
の
慰
霊
訪
問
を

中
止
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
共
和
国
、
ウ
ズ
ベ
キ

ス
タ
ン
共
和
国
、
及
び

モ
ン
ゴ
ル
へ
の
慰
霊
訪

問
を
実
施
致
し
ま
す
。

　

顧
み
ま
す
と
、
ソ
連

が
戦
後
に
行
な
っ
た
不

法
で
、
非
人
間
的
な
強

制
抑
留
は
、
極
寒
と
飢

餓
の
中
、
苛
刻
な
ノ
ル

マ
に
よ
る
重
労
働
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
途
に
故
郷
日
本
を
想
い
、
最
愛
の
家
族
に

会
え
る
日
を
夢
見
て
耐
え
に
耐
え
た
困
窮
生
活

の
中
、
六
万
余
の
日
本
人
が
無
念
の
死
を
遂
げ

ら
れ
、
今
な
お
、
野
に
、
山
に
眠
る
多
く
の
戦

友
を
思
う
と
万
感
胸
に
迫
っ
て
き
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
地
域
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ご
遺
族

並
び
に
シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
者
の
方
と
共
に
現

地
を
訪
れ
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

（1）

一般財団法人全国強制抑留者協会
〒102-0073 東京都千代田区九段北1−8−2

九段第二勧業ビル2階
TEL 03-3261-6565　FAX 03-3261-6548

〈 第 85 号 〉

特　別　号

一
般
財
団
法
人
全
国
強
制
抑
留
者
協
会

　
　

会  
長　

山
田 

秀
三

◆
慰
霊
訪
問
（
シ
ベ
リ
ア
慰
霊
訪
問
）
参
加
案
内
◆

旧
ソ
連
並
び
に
モ
ン
ゴ
ル

　
　
　
　
　
　  
抑
留
関
係
者
の
皆
様
へ

旧
ソ
連
並
び
に
モ
ン
ゴ
ル

　
　
　
　
　
　  
抑
留
関
係
者
の
皆
様
へ

厳寒の伐採作業と木材運輸

ベガバード

慰霊訪問（令和６年ウズベキスタン班）

奈良県大和高田市　吉田 勇 氏　画
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令和7年6月

　　　　　　　　　　 　一般財団法人全国強制抑留者協会

　　　　　 　　　　　　総務省大臣官房総務課管理室

主な訪問予定地
①モンゴル班（７日間）８月２２日（金）発予定　直行便　
　　 ウランバートル・アルタンボラグ・ズーンハラ・スフバートル、他
②カザフスタン班（８日間）９月１６日（火）発予定　ソウル経由　
　　 アルマトゥイ・カラガンダ・アスタナ・バルハシ、他
③ウズベキスタン班（８日間）１０月１４日（火）発予定　直行便　
　　 タシケント・アンディジャン・フェルガナ・コーカンド、他

　参加ご希望の方は、希望訪問地、氏名、住所、電話番号、メールアドレスを明記の上、ハガキもしく
はメールにてお申し込みください。参加案内書を送り致します。

● 参加資格者 ： ご参加は原則として、訪問希望地に抑留された関係者です。
　 　　　　　　ご家族、ご遺族の方も参加いただけます。

● 構　　　成 ： 訪問希望地毎に班を編成致します。
　　　　　　　【催行人員】 ６名以上の参加をもって実施いたします。

● 実 施 期 間  ： 令和７年７月〜１０月下旬の間（予定）

● 申 込 締 切  ： モンゴル班　     ： 令和 7 年 7 月 ４日（金）必着
　 　　　　　　カザフスタン班　： 令和 7 年 7 月 1 1日（金）必着
　 　　　　　　ウズベキスタン班 ： 令和 7 年 8 月  8日（金）必着
※ロシアの沿海地方、ハバロフスク地方、アムール州、ザバイカル地方、イルクーツク州、クラスノヤル

スク地方、アルタイ地方などへの慰霊訪問は中止します。
※各国への慰霊訪問は現地の社会情勢等を考慮しまして、中止または日程や訪問先等を変更する場

合があります。

実施概要

主催

後援

申し込み先　 〒１０２―００７３　東京都千代田区九段北１－８－２
　　　　　　  一般財団法人全国強制抑留者協会　電話 ０３－３２６１－６５６５　
　　　　　　  メール : yoshida@zaidan-zenyokukyo.or.jp

旧ソ連並びにモンゴル抑留関係者（シベリア抑留関係者）の皆様へ

ユルー（モンゴル）アングレン（ウズベキスタン）
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令
和
七
年
度
　
実
施
事
業
な
ら
び
に
予
定
（
四
月
～
九
月
）

一
．
シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
地
方
展
示
会

埼
玉
県
支
部　

七
月
月
五
日
～
六
日　
　
　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
埼
玉
会
館

石
川
県
支
部　

九
月
十
九
日
～
二
十
一
日　

石
川
県
金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル

二
．
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
労
苦
を
語
り
継
ぐ
集
い

北
海
道
支
部　

五
月
十
七
日	

北
海
道
札
幌
市
か
で
る
２
７

愛
知
県
支
部　

五
月
二
十
五
日	

愛
知
県
名
古
屋
市
桜
華
会
館

福
岡
県
支
部　

六
月
二
十
八
日	

福
岡
県
福
岡
市
西
区
玄
洋
公
民
館

埼
玉
県
支
部　

七
月
五
日	

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
埼
玉
会
館

岩
手
県
支
部　

九
月
六
日	

岩
手
県
盛
岡
市
上
田
公
民
館

石
川
県
支
部　

九
月
二
十
日	

石
川
県
金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル

三
．
戦
後
強
制
抑
留
者
慰
霊
祭
（
地
方
）

長
野
県
支
部　

四
月
十
日	

長
野
県
伊
那
市
春
日
公
園
慰
霊
碑
前

三
重
県
支
部　

四
月
二
十
日	

三
重
県
津
市
久
居
陸
軍
墓
地
慰
霊
碑
前

愛
媛
県
支
部　

五
月
十
日	

愛
媛
県
松
山
市
万
葉
植
物
苑
慰
霊
碑
前

愛
知
県
支
部　

五
月
二
十
五
日	

愛
知
県
名
古
屋
市
桜
華
会
館

岐
阜
県
支
部　

六
月
七
日	

岐
阜
県
土
岐
市
仲
森
公
園
慰
霊
碑
前

熊
本
県
支
部　

八
月
九
日	

熊
本
県
合
志
市
県
農
業
公
園
慰
霊
碑
前

新
潟
県
支
部　

八
月
九
日	

新
潟
県
新
潟
市
護
国
神
社
慰
霊
碑
前

埼
玉
県
支
部　

八
月
二
日	

東
京
都
千
代
田
区
千
鳥
ヶ
淵
墓
苑
慰
霊
碑
前

北
海
道
支
部　

八
月
十
七
日	

北
海
道
札
幌
市
真
駒
内
滝
野
霊
園
慰
霊
碑
前

岩
手
県
支
部　

九
月
六
日	

岩
手
県
盛
岡
市
上
田
公
民
館

富
山
県
支
部　

九
月
十
一
日	

富
山
県
高
岡
市
信
光
寺
慰
霊
碑
前

佐
賀
県
支
部

準
備
委
員
会　

九
月
十
三
日	

佐
賀
県
佐
賀
市
遺
族
会
館

令和七年度事業計画について
　

令
和
七
年
は
、
戦
後
八
十
年
の
節
目
の
年
に
当
り
ま
す
。
戦

後
生
ま
れ
の
世
代
が
九
割
近
く
を
占
め
る
中
、
戦
争
を
知
ら
な

い
若
い
世
代
に
も
シ
ベ
リ
ア
抑
留
と
い
う
史
実
を
正
確
に
伝

え
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ
を
継
承
し
て
い
く
。

　
Ⅰ 
慰
藉
事
業

　

１　

シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
地
方
展
示
会

　
　

�　

シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
者
に
よ
る
絵
画
、
手
記
、
抑
留
関

係
の
パ
ネ
ル
、
写
真
、
抑
留
体
験
者
持
ち
帰
り
の
手
製
品
、

衣
類
等
を
展
示
し
「
戦
後
強
制
抑
留
」
と
い
う
史
実
の
理

解
を
深
め
、
伝
え
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
各
支
部

主
催
に
よ
り
「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
展
示
会
」
を
開
催
す

る
。

　
　
　
【
開
催
予
定　

四
支
部
】

　

２　

シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
労
苦
を
語
り
継
ぐ
集
い

　
　

�　

シ
ベ
リ
ア
抑
留
と
い
う
歴
史
的
悲
劇
の
体
験
が
日
本
の

戦
後
復
興
・
繁
栄
と
平
和
の
礎
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
理

解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
各
支
部
主
催
に
よ
り
抑
留
体
験

者
が
そ
の
労
苦
を
次
の
世
代
に
語
り
継
ぐ
集
い
を
開
催
す

る
。

　
　
　
【
開
催
予
定　

十
会
場
】

　
Ⅱ 

慰
霊
事
業

　

１　

シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
者
慰
霊
祭
（
中
央
慰
霊
祭
）

　
　

�　

全
国
よ
り
抑
留
関
係
者
（
抑
留
体
験
者
・
ご
遺
族
・
戦

友
会
等
各
関
連
団
体
他
）
の
ご
参
列
に
よ
り
「
シ
ベ
リ
ア

抑
留
関
係
者
慰
霊
祭
」
を
東
京
で
開
催
す
る
。

　
　
　
【
開
催
予
定
日　

十
月
八
日
（
水
）】

　

２　

戦
後
強
制
抑
留
者
地
方
慰
霊
祭

　
　

�　

各
支
部
主
催
に
よ
り
各
地
方
建
立
の
「
シ
ベ
リ
ア
抑
留

関
係
」
慰
霊
碑
等
を
中
心
に
慰
霊
祭
を
開
催
す
る
。

　
　
　
【
開
催
予
定　

十
八
支
部
】

　

３　

慰
霊
訪
問
（
慰
霊
墓
参
）

　
　

�　

シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
者
・
ご
遺
族
等
抑
留
関
係
者
を
対

象
に
、
慰
霊
訪
問
ご
希
望
の
地
域
に
班
を
編
成
し
、
現
地

慰
霊
墓
参
を
実
施
す
る
。

　
　

�　

な
お
、
ロ
シ
ア
の
沿
海
地
方
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
、

ア
ム
ー
ル
州
、
ザ
バ
イ
カ
ル
地
方
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
、

ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
地
方
、
ア
ル
タ
イ
地
方
な
ど
へ
の
慰

霊
訪
問
は
中
止
し
ま
す
。

　
　
　
【
本
年
度
の
訪
問
予
定
地
及
び
実
施
時
期
】

　
　

〇
モ
ン
ゴ
ル
班　
　
　
　
　

実
施
時
期　

八
月
下
旬

　
　

〇
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
班　
　
　

実
施
時
期　

九
月
下
旬

　
　

〇
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
班　
　

実
施
時
期　

十
月
中
旬

　
Ⅲ 

戦
後
強
制
抑
留
者
に
関
す
る
調
査
、
相
談
、
広
報
等

　

１　

ロ
シ
ア
国
立
軍
事
公
文
書
館
、
ロ
シ
ア
国
立
公
文
書
館

並
び
に
ロ
シ
ア
国
防
省
中
央
公
文
書
館
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
か
ら
発
出
さ
れ
た
一
部
資
料
を
順
次
公
開
し
て
い
く
。

　

２　

労
苦
の
実
態
に
関
す
る
調
査
を
行
う
た
め
に
、
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
モ
ン
ゴ
ル
、
キ
ル
ギ
ス
の

各
在
日
大
使
館
と
接
触
し
情
報
を
収
集
す
る
。
ま
た
、
ロ

シ
ア
情
勢
は
関
係
者
と
連
携
し
引
き
続
き
情
報
収
集
に
努

め
る
。

　

３　
（
一
財
）
全
国
強
制
抑
留
者
協
会
の
広
報
紙
を
発
行
し
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
て
協
会
の
活
動
内
容
を
幅
広
く

周
知
す
る
。
な
お
、
令
和
七
年
度
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
改

定
を
行
う
。

　

４　

労
苦
の
実
態
に
関
す
る
労
苦
調
査
等
各
種
資
料
整
備
と

デ
ー
タ
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
を
引
き
続
き
進
め
る
。

　

５　

一
般
社
団
法
人
日
本
戦
没
者
遺
骨
収
集
推
進
協
会
の
社

員
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

  　

埋
葬
地
調
査
や
遺
骨
収
集
作
業
に
、
協
会
と
し
て
団
員
を

派
遣
す
る
。
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コメ

●銀行振込でのご送金
　三菱ＵＦＪ銀行　市ヶ谷支店
　普通預金口座　1055487
　※振込口座が（財団だより第82号）
　　より変更になっております

●現金でのご送金
　〒102-0073
　東京都千代田区九段北１-８-２
　　　　　九段第二勧業ビル２階
　　一般財団法人全国強制抑留者協会

寄付の方法

寄付金募集に関してのお礼とご報告  … 令和7年３月３１日

　日頃より一般財団法人全国強制抑留者協会の活動に対しまして多大なるご理解とご支援を賜
り厚く御礼申し上げます。
　この度の寄付金につきましては、本協会の貴重な財源として、慰籍事業ならびに慰霊事業に
役立たせていただきます。
　引き続きご協力をお願い申し上げます。

令和６年度（４月１日～令和７年３月３１日）
お振込み…   ９件  １４１，０００円　現金書留・現金… ８件  ９８，０００円
合計件数… １７件  ２３９，０００円

岐
阜
県
支
部
の
活
動

　

全
抑
協
岐
阜
県
支
部
で
は
、平
成
八
（
一
九
九
六
）

年
に
土
岐
市
泉
中
森
公
園
内
に
慰
霊
碑
を
建
立
し
、

毎
年
六
月
に
慰
霊
祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

鈴
木
善
三
初
代
支
部
長
、
山
口
武
第
二
代
支
部

長
、
私
、
杉
浦
が
第
三
代
目
支
部
長
を
務
め
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

岐
阜
県
支
部
は
、
展
示
会
及
び
労
苦
を
語
り
継

ぐ
集
い
な
ど
を
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
現
在

で
は
抑
留
関
係
者
や
ご
遺
族
か
ら
体
験
談
な
ど
の

聴
き
取
り
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

岐
阜
県
慰
霊
祭
は
、
こ
れ
ま
で
抑
留
関
係
者
及

び
遺
族
の
方
々
に
多
数
参
列
頂
い
て
い
ま
し
た
が
、

近
年
で
は
抑
留
者
の
方
が
参
列
で
き
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

本
年
は
戦
後
八
十
年
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

　

未
だ
に
ロ
シ
ア
は
八
十
年
前
と
変
わ
ら
な
い
非

人
道
的
で
不
法
な
侵
略
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
行
っ
て

い
ま
す
が
、
悲
惨
な
戦
争
や
、
旧
ソ
連
及
び
モ
ン
ゴ

ル
強
制
抑
留
等
が
再
び
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

私
ど
も
は
、
極
寒
の
地
シ
ベ
リ
ア
で
奴
隷
に
も

等
し
い
強
制
労
働
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
犠
牲

を
改
め
て
思
い
起
こ
し
、
平
和
の
尊
さ
を
次
の
世

代
に
語
り
継
ぐ
こ
と
の
重
要
性
を
心
に
刻
み
再
び

こ
の
よ
う
な
悲
劇
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
慰
霊
祭
を

続
け
て
参
り
ま
す
。

　

全
国
強
制
抑
留
者
協
会
岐
阜
県
支
部　

支
部
長　

杉
浦
節
夫

支
部
紹
介

支
部
紹
介  

岐阜県支部、慰霊祭（多くの参列者）
平成18年6月

令和6年の慰霊祭


